
 

                 は じ め に                         

 

 

 長崎大学医学部医学科では「大学教育における基本的教養と専門の基盤となる幅広い知識を修得

させるとともに、医学に関する高度の専門的知識を修得させ、自立性と社会性を身につけた医師及 

び科学的創造性をもった医学者を育成すること」を教育目標としております（医学部規程第２条）。 

 この目標達成のために学科教育では、 

 １）医学医療の知識と総合的理解（医学を学ぶ） 

  ２）科学性及び医学的創造性の養成（科学を学ぶ） 

  ３）医師としての社会的責任感及び自立性の確立（人間を学ぶ） 

を図ることを重視し、この３点をバランスよく併せ持ったカリキュラムが実施されています。一般

教育（全学教育）と専門教育を楔形に合わせた６年一貫教育形態が取り入れられており、平成10年

度と平成14年度の改訂を経て、その概要は次頁以下に示した通りです。 

 医学医療の知識の修得と総合的理解の点では基礎医学から臨床医学へと展開していく医学教育の

順次性を重視した年次別の授業科目が開設されています。即ち、１年次では２年次以降に学ぶ教科

の基盤作りが行えるように、人間の基本的構造と機能を大掴に理解する「人間生物学」をはじめと

する医学の基礎科目が開講されます。２年次では人体の構造、生理機能をさらに詳細にかつ統合的

に理解し医学の基礎作りが行えるように、３・４年次においては疾患の発生機序、病態の理解を基

に診断、治療、予防の原理の理解へと進み、５・６年次でそれまでに得られた知識を臨床総括講義

や臨床実習を通してより実戦的なものとして整理体系づけると共に、診療に必要な思考力、判断力

及び技術の養成が行えるように授業科目が配置されています。特に５年次からは 

「Problem-based learning(PBL)」チュートリアルが導入され自己問題解決能力の向上を図ると共

に、５年次の各科ローテーションを軸とする「臨床実習」と６年次の選択必修となる「高次臨床実

習」を通して、より現場に即した実習内容が提供されることになっています。また、長崎大学医学

部のユニークな授業科目として１年次前期には「医学は長崎から」と「原爆医学概論」が、４年次

後期には「熱帯医学」と「感染症学」を融合させた「感染症系」が設けられています。さらに、５

年次の「臨床実習」では「離島研修」があり、実際に五島列島などでの離島医療の現場に接してい

ただきます。それらによって、長崎の歴史と地域性に根ざした上で、日本の医療が担うべき国際的

な立場の認識、さらにこれからの社会において必要と思われる医師、医学者の国際的感覚をも養っ

ていただくことが期待されています。 

 科学性及び医学的創造性の養成については、各教科の授業でも当然行われますが、学生の科学的

好奇心の喚起、科学的創造性の育成を図って、３年次後期に10週間の「リサーチセミナー」の期間

が設けられています。この期間は医学部基礎系研究室と熱帯医学研究所の各部門で、各自が選択し

た研究テーマについて終日研究活動に従事することになります。また、平成14年度からの新カリキ

ュラムでは必修選択科目の少人数教育「医学ゼミ」が開始され、特定の分野を深く学ぶことが可能

になります。また、６年次の最終講義として、学生よりテーマを募る卒前集中講義を設けました。 

 医学教育においては早い時期での医療への接触が大切だとされています。それを踏まえて、「医

と社会」が設けられ、そこでは病院体験や看護体験実習での医療現場への参加や、今日的医療テー

マについて専門教官を交えての討論の機会が用意されています。さらに２・３年次の「医と社会」

では、医学・医療の社会に入り自立する為の精神的基盤作りを図れるように医の倫理、医療心理

学、医学・医療社会問題等について学習します。一方、５・６年次での臨床実習では、実戦的な知

識・技術を身に付けるばかりでなく、多くの患者さんに接することによって職業的使命感を養って

いただくことが期待されています。 

 最初に述べた本医学部医学科の教育目標を十分に理解し、“医学を学び”、“科学を学び”、 

“人間を学び”自立性と社会性を身に付けた医師、科学的創造性を持った医学者に育っていただく

ことを切望します。 


